
　国は少子高齢化や経済の活性化に向けて「女性の活用関連法案」を制定し、今後の日本の方向性を明確

に示しました。男性、女性と言う性別に左右されない雇用関係は勿論の事、女性が働きやすい労働環境を今

以上に推進し、子育て・介護などに代表される男女共同参画社会実現のため「誰にもやさしい社会」「活力あ

る社会」を目指し、ワークライフバランス（ＷＬＢ）※１の推進をしています。日本は、先進国の中でも男女共同

参画が必ずしも上位ではないと言うのが現実です。このため、男性にも子育て・介護と言った家事への参加

を積極的に促し、女性にとっても制度を活用しやすい環境を構築する事に力を注いできています。この様な

政治的・社会的な情勢の中で、「女性の方が向いている」「力仕事なので男の方が適している」と思われがち

な職種にも性別の壁を越え、自分がやりたいと思いこの仕事を選択し、取り組んでいる方々がいます。

　今回はそのような方々の代表として「男性保育士」さん、「女性の観光バスの運転手」さんに取材をお願い

しました。率直に今の気持ちや考えを話してくれました。

※１　ワークライフバランス（ＷＬＢ）とは、『仕

事と生活の調和した社会』とされ「家庭や

地域生活などにおいても、子育て期、中高年

期と言った人生の各段階に応じて多様な生

き方が選択・実現できる社会です。

（内閣府の定義から）

♥お気軽にご相談ください♥
♡塩尻市女性相談【面接相談は要予約】月～金0263-54-0783［電話相談・面接相談］月～金9:00～17:00
♢県女性相談センター 026-235-5710　♥女性の人権ホットライン（長野地方法務局）0570-070-810
♣塩尻警察署（生活安全課:ＤＶ相談）0263-54-0110

　
人
権
週
間
に
ち
な
ん
で
毎
年
行

わ
れ
る
同
集
い
は
例
年
と
異
な
り
、

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
入

賞
者
の
表
彰
・
作
文
の
発
表
の
前
に
、

人
権
擁
護
委
員
会
の
活
動
が
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。人
と
し
て
の
権
利
を

守
る
た
め
、親
身
に
な
っ
て
問
題
に

取
り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　
次
に
、吉
田
ひ
ま
わ
り
保
育
園
の

園
児
た
ち
に
よ
る〝
命
は
宝
物
〞と

〝
友
達
は
良
い
も
の
だ
〞と
い
う
手

話
を
交
え
た
歌
の
発
表
が
あ
り
ま

し
た
。幼
い
頃
か
ら
力
を
合
わ
せ
る
事
や
互
い
を
認
め
合
う
大

切
さ
を
教
え
ら
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち
の
、偏
見
の
な
い
清
ら

か
な
歌
声
を
聴
い
て
い
る
と
、将
来
心
豊
か
な
大
人
に
成
長
し

た
彼
ら
の
姿
が
見
え
た
気
が
し
ま
し
た
。

　
第
二
部
で
は〝
ス
ポ
ー
ツ
か
ら
考
え
る
人
権
〞と
題
し
、松
本

山
雅
Ｆ
Ｃ
ユ
ー
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
ダ
イ
レ
ク
タ
ー
山
崎
武
氏
に
よ

る
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
が
憧
れ
る
サ
ッ
カ
ー
界

の
中
に
、人
権
差
別
と
い
う
悲
し
い
現
実
が
あ
る
事
、ま
た
、指

導
者
に
よ
る
暴
言
・
暴
力
が
あ
る
実
態
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　
山
崎
氏
は
、こ
れ
か
ら
は
指
導
者
た
ち
が
フ
ェ
ア
プ
レ
ー
の

原
点
で
あ
る
リ
ス
ペ
ク
ト
、つ
ま
り
互
い
を
大
切
に
思
う
こ
と

を
提
唱
し
、大
人
が
そ
れ
を
理
解
し
て
意
識
を
変
え
、子
ど
も

た
ち
に
伝
え
て
い
く
こ
と
が
必
須
で
あ
る
と
語
り
ま
し
た
。

サ
ッ
カ
ー
を
こ
よ
な
く
愛
す
る
故
の
強
い
、「
偏
見
を
根
底
か

ら
変
革
し
て
欲
し
い
」と
い
う
、指
導
者
と
し
て
の
熱
い
想
い

が
伝
わ
っ
て
く
る
感
動
の
講
演
で
し
た
。 

青
木 

慶
子

「
豊
か
な
心
を
育
む
市
民
の
集
い
」参
加
報
告

講
　
師

　
　
松
本
山
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山
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演
　
題

　 

「
ス
ポ
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ツ
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考
え
る
人
権
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平
成
27
年
12
月
５
日
（
土
）
塩
尻
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー

　
今
回
は
、
昨
年
度
の
女
と
男
21
世
紀
セ
ミ
ナ
ー
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
で
「
デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
・
性
同
一
性
障
が
い
」
を
実
施
し
た
と

こ
ろ
、
「
も
っ
と
知
り
た
い
」
と
の
ご
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
事

を
受
け
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
昨
年
度
に
引
き
続
き
長

岡
春
奈
さ
ん
に
お
願
い
し
ま
し
た
。
長
岡
春
奈
さ
ん
は
、
２
０

０
４
年
の
性
同
一
性
障
害
特
例
法
の
施
行
に
伴
い
「
女
の
子
」

に
戻
る
こ
と
を
決
意
。
現
在
は
、
女
性
と
し
て
生
活
し
、
相
談

や
研
修
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
講
演
会
で
は
、
用
語
の
解
説
や
当
事
者
の
苦
し
み
、
そ
し
て

当
事
者
や
家
族
、
企
業
や
自
治
体
な
ど
私
達
が
出
来
る
事
は
何

か
を
ご
自
身
の
体
験
談
を
交
え
な
が
ら
お
話
し
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
ま
た
、
「
学
校
現
場
で
は
子
ど
も
と
直
接
触
れ
合
う

教
職
員
が
、
様
々
な
障
害
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
、
子
ど
も

が
発
し
て
い
る
サ
イ
ン
を
い
ち
早
く
見
取
り
対
応
で
き
る
様
に

な
っ
て
欲
し
い
。
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　
明
る
く
笑
っ
て
ご
自
身
の
事
を
赤

裸
々
に
話
し
て
く
れ
た
長
岡
さ
ん
。
そ

こ
に
辿
り
着
く
ま
で
の
道
程
は
生
半
可

な
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
す
。
で

も
当
日
も
駆
け
つ
け
て
歌
を
一
緒
に

歌
っ
て
く
れ
た
仲
間
や
、
家
族
の
支
え

が
今
の
素
敵
な
長
岡
さ
ん
に
成
っ
て
い

る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
行
政
の
取
組
み
や
様
々
な

研
修
会
な
ど
の
機
会
を
通
し
て
、
理
解

者
・
支
援
者
の
輪
を
広
げ
ら
れ
れ
ば
と

思
い
ま
す
。
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室
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ナ
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参
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報
告

誰
で
も
分
か
る
性
同一性
障
害
の
こ
と

　〜
性
同一性
障
が
い
を
乗
り
越
え
て

　
　
　
　
　
　「自
分
ら
し
く
生
き
る
」〜

や
ま
ざ
き

な
が
お
か

は
る
な

た
け
し

　
朝
日
観
光
で
は
、
社
員
20
人
の
内
女
性
は

２
人
で
、
そ
れ
ぞ
れ
社
長
と
従
業
員
と
言
う

立
場
な
が
ら
、
お
互
い
を
尊
重
し
男
性
女
性

を
超
え
た
民
主
的
な
社
風
作
り
に
大
き
な
貢

献
を
し
て
い
る
と
感
じ
ま
し
た
。
「
女
性
は

子
ど
も
を
産
み
育
て
る
と
い
う
経
験
も
し
て

い
る
の
で
、
多
少
の
過
酷
な
労
働
条
件
に
も

耐
え
ら
れ
る
の
で
は…

」
と
言
う
言
葉
も
あ

り
ま
し
た
。 

赤
羽
す
え
み

　
中
学
生
人
権
作
文
の
一
文
に
、
「
昔
は
男

女
に
役
割
が
あ
り
、
互
い
に
尊
重
す
る
事
で

う
ま
く
い
っ
て
い
た
。
今
も
、
役
割
を
考
え
、

認
め
合
う
事
が
良
い
社
会
に
繋
が
る
」
と

あ
っ
た
。
若
者
の
中
に
相
手
を
尊
重
す
る
気

持
ち
が
育
ち
、
人
権
啓
発
が
息
づ
い
て
い
る

事
を
感
じ
た
。
今
回
の
特
集
記
事
が
読
者
の

視
点
を
変
え
る
契
機
と
な
り
、
互
い
を
認
め

合
う
社
会
へ
の
一
助
に
な
れ
ば
と
思
う
。

 

青
木
慶
子

　
今
回
取
材
し
た
男
性
保
育
士
さ
ん
と
女
性

ド
ラ
イ
バ
ー
さ
ん
は
、
皆
さ
ん
一
様
に
「
好

き
で
選
ん
だ
仕
事
だ
か
ら
頑
張
れ
る
」
と
言

わ
れ
ま
し
た
が
、
毎
日
の
仕
事
の
先
に
、
将

来
に
希
望
の
持
て
る
労
働
環
境
や
雇
用
環
境

の
整
備
が
今
後
更
に
必
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

 

加
藤
智
子

　
朝
日
観
光
の
清
澤
和
恵
社
長
は
女
性
な
ら

で
は
の
視
点
で
社
内
を
ま
と
め
、
会
社
を
経

営
し
、
男
性
社
会
の
業
界
で
女
性
ド
ラ
イ

バ
ー
が
生
き
生
き
と
活
躍
す
る
環
境
を
構
築

し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
男
性
保
育
士
の
先

駆
者
で
あ
る
北
嶋
保
育
士
は
、
慣
れ
な
い
環

境
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
そ
れ
を
克
服
し
、
先

達
者
と
し
て
後
輩
に
道
を
開
か
れ
ま
し
た
。

お
二
人
の
生
き
方
に
感
銘
を
受
け
ま
し
た
。
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男女共同参画
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●男性保育士への取材  ●女性運転手への取材  ●市民の集い・相談案内等

～職場における男女共同参画社会～特集

年長さんと朝の活動

加藤ドライバー　愛車と共に

インフォメーション
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●●
●●●
●●●●●●●●●●～職場における男女共同参画社会へ～

Q 大型車の運転手を選ばれた理由は？
　高校生の頃からバス関係の仕事に興味がありま

した。最初はバスガイドとして入社しました。

Q「肉体的にもきつい職場だ」と思われが
ちですが？

　好きで始めたので「きつい」と思ったことはあ

りません。家族は実父母同居で娘２人は両親が世

話をしてくれたので、夫と共働きが出来ました。

下の娘は中学２年生ですが、学校の重要な行事は

早めに休暇を取って参加が出来ています。

（入学式・卒業式・運動会などです）

Q「女性ならでは」の対応が出来たと思えた事がありますか？
　スピードを控えた優しい運転、後続車に道を譲る、休憩時間の湯茶のサービス等です。逆に、男性ドライバー

が気遣って道を譲ってくれたりする事もあります。

Q いつ頃からバスドライバーを始めたのですか？
　運転に憧れがあり、大型二種の免許を取り、平成24年からこの会社でドライバーとして勤務しています。当

社はドライバーは16名で女性は私一人です。待遇面などでは同一の給与体系（手当等）で、今の仕事に充実感

を持っています。日本全国（北は北海道から南は九州まで）何処へでも行きます。初めて行く所は地図で入念に

チェックし、後はバスガイド時代に培った勘が大いに役立っています。運転中は眠くなることはありません。

社長さんから
 「社員20人・バス17台の会社の社長として
頑張っています！」
　先代から会社を引き継ぎ、社長に就任して10

年になります。子どもも成人し社会人となりま

したので、今は社長業に専念し、「お客様第

一」に考えて現場に立っています。現場でお客

様の声を聞くことを、社員全員の「モットー」

として実践してもらっています。

　朝の点呼では、アルコールチェックや乗務員

の健康チェックは勿論ですが、社員全員の顔を見て、身体や心を気遣っての声掛けをしたりもします。若い社員

などは、自分の子どものような気持ちで接しています。

　女性は私と加藤ドライバーの二人だけですが、女性ならではの細かいところにも気を配りながら、待遇面でも

男女の差が無い、バランスの取れた社風を心がけています。

Q 「保育士」を目指した理由は？
北嶋：高校の担任から進められたことや自分の性格か

ら考えて保育士に向いていると思い、短大の幼児

保育科に進み、この道に入って16年になります。

坂口：工業高校卒ですが、子どもが好きだった事からボ

ランティアで保育園に行った事がきっかけで、人

と関わる仕事に就きたいと言う思いが強くなり、

幼児教育科に進学しました。今年２年目です。

Q 保育士の仕事で、感じている事柄は？
北嶋：男性ならではのパワーを発揮できる事（力仕事や子どもたちとの遊びの中で力を活かす事など）喜びとやり

甲斐を感じる。16年前は男性はほとんどいなくて、戸惑うことが沢山ありましたが、現在は男性職員も増えて

きて、とても居心地が良い環境で仕事が出来ています。

坂口：最初は戸惑いの連続だったが、良き先輩の後ろ姿を見て頑張れる。また、男性保育士がいることで父親との

繋がりも広がっていくのではないかと思っています。

Q 「これから目指したい保育士像」は？
北嶋：園児はそれぞれ個性があり、集団を見る中で更に個々を

見て合わせていきたい。また、父母へ子育てに積極的に関

われるような働きかけが出来たらと思う。

坂口：個性豊かな子どもたち一人ひとりに合わせて、対応できる様な保育士になりたい。将来を見据えて、しっかり

とした信念を持って仕事に取り組んでいる先輩を見習って、仕事をしたいと思います。

Q 保育士を目指す人達に伝えたい事は？
北嶋：やり甲斐がある仕事なので、もっと男性の保育

士が増えて欲しいと思っていますが、長く続け

る覚悟を持ってこの仕事に就いて欲しいと思

います。

坂口：男性らしさも発揮できる仕事もあるのでぜひ

目指して欲しい。

北嶋：男性の保育士も女性の保育士も子どもの様々

な活動に対しての関わりに差は無く、園児一人

ひとりに向き合って欲しいと思います。

園長先生から
　女性が圧倒的に多い職場ですが、二人とも自然に溶け込んでいます。保育園時代の子ども達は人への信頼感が育

つ大切な時期です。その子ども達に関わる保育士として、これからも自分の持ち味を生かして頑張って欲しいと思い

ます。
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